
温
泉
、食
、伝
統
を
訴
求

Ｊ
Ｒ
３
社
、北
陸
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

京
都
Ｄ
Ｃ「
冬
の
旅
」

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
、来
年
１
月
か
ら

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ

周
年

Ｊ
Ｒ
西
が
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

全会員が団結し、心を一つに
福
島
県
支
部

⑥

ＬＣＣバニラエア

成田～台北など
４路線を円で

茨城・栃木

関
西
、北
海
道
な
ど
の

旅
行
会
社
社
員
を
招
待

周
遊
ツ
ア
ー
造
成
の
参
考
に

総取扱額

．
％
増
の

億
円
に

国
内
旅
行
は
．
％
の
増
加

９月分

過
去
最
多
の
入
場
者

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
フ
ェ
ア

環
境
学
習
支
援
で


小
学
校
に
助
成

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

札
幌
市
内
を
早
回
り

格
安
プ
ラ
ン
設
定

日
本
旅
行
グ
ル
ー
プ

国
内
旅
行
業
務
試
験

受
験
者
数
が
若
干
増

　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ

新
幹
線
初

「
街
コ
ン
」

Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田

２
０
０
万
人
突
破
で

３
９
０
円
バ
ス
な
ど

ウ
ィ
ラ
ー

会社名 国内旅行 海外旅行 外国人旅行 その他 総取扱額 ４月からの累計
，， ，， ，， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ，， ， ，， ，，

． ． ． －． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，  ， ，， ，，
． ． ． ，． ． ．

，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，，，， ，， ，，，， ，，，
． ． ． ． ． ．

（単位：千円、％）
９月の販売概況

ジェイティービー

日本旅行

ＫＮＴ－ＣＴホール
ディングス

トップツアー

東武トラベル

名鉄観光サービス

京王観光

農協観光

読売旅行

西鉄旅行

日通旅行

阪急交通社

合　　　　計

ジェイティービー欄はグループ全体の実績
ＫＮＴ－ＣＴホールディングスの前年数値はグループ全体（ＫＮＴ／ＫＮＴ個人旅行／ＫＮＴ個人旅行販売／クラブツーリズム／ユナイテッドツアーズ／
各地域会社の合算実績

（３） 第２７２７号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）１１月９日（土曜日）

小林次郎さん

　

課
題
は
何
で
す
か
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
建

物
破
壊
、
原
発
事
故
の
放
射

能
汚
染
に
よ
る
強
制
避
難
、

風
評
被
害
な
ど
の
状
況
か
ら

い
ま
だ
抜
け
出
せ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
県

内
５
方
部
の
会
員
１
１
０
社

が
強
く
団
結
し
、
心
を
一
つ

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
福
島
県
は
広
大

で
地
域
に
よ
っ
て
事
情
が
異

な
る
た
め
、
な
か
な
か
意
思

の
統
一
が
難
し
い
と
こ
ろ
が

悩
み
の
種
に
な
っ
て
い
ま

す
。
全
会
員
の
心
を
一
つ
に

す
る
た
め
、
頑
張
り
ま
す
。

　

日
本
人
誰
も
が
福
島

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
は
磐
梯
山
や
猪
苗

代
湖
な
ど
自
然
に
恵
ま
れ
、

歴
史
の
町
・
会
津
、
温
泉
、

ス
キ
ー
場
も
あ
る
な
ど
観
光

の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

く
だ
も
の
王
国
で
も
あ
り
ま

す
。
全
国
の
皆
さ
ま
に
来
て

も
ら
え
る
福
島
県
に
戻
す
た

め
、
佐
藤
知
事
を
先
頭
に
県

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る

最
中
で
す
の
で
、
支
部
も
そ

れ
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｓ
Ｋ
Ｃ
ツ
ー
リ
ス
ト

の
営
業
方
針
は
。

　
県
北
西
部
、
人
口
５
万
人

の
喜
多
方
市
の
小
さ
な
街
で

営
業
し
て
い
ま
す
。
創
業
以

来

年
、
徹
底
し
て
お
客
さ

ま
の
目
線
に
立
ち
、
「
行
っ

て
良
か
っ
た
」
「
楽
し
か
っ

た
よ
」
の
言
葉
を
頂
く
た
め

に
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
を

探
求
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
繁
栄
が
わ
が
社
の

繁
栄
に
つ
な
が
り
ま
す
。
人

は
旅
す
る
こ
と
で
学
び
、
心

も
豊
か
に
な
り
ま
す
。
「
人

生
」
と
「
旅
」
は
同
義
語
で

す
。
地
域
に
と
っ
て
必
要
な

会
社
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
心
に
残
る
旅
行
素
材

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
央
が
石
井
知
祥
社
長 北陸キャンペーンの

パンフレット

国内ブースもにぎわった

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
は
、
京
都

市
な
ど
と
共
同
で
来
年
１
月

１
日
～
３
月

日
、
恒
例
の

京
都
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）

「
京
の
冬
の
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
開
催
す
る
。
期
間
中

に
は
非
公
開
文
化
財
特
別
公

開
、
定
期
観
光
バ
ス
特
別
コ

ー
ス
、
京
の
体
験
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
「
京
の
た
し
な
み
」
、

京
の
伝
統
産
業
な
ど
奥
深
い

京
都
の
魅
力
に
触
れ
る
「
京

都
『
千
年
の
心
得
』
」
、
灯

り
と
花
の
イ
ベ
ン
ト
「
京
都

・
東
山
花
灯
路
」
な
ど
の
企

画
を
実
施
す
る
。

　
「
秘
め
ら
れ
た
京
の
美
を

た
ず
ね
て
」
を
テ
ー
マ
に

「
建
仁
寺
開
山
堂
」
「
妙
心

寺
聖
澤
院
」
な
ど
非
公
開
文

化
財
を
特
別
公
開
。
Ｊ
Ｒ
や

地
下
鉄
、
私
鉄
の
駅
か
ら

「
歩
く
旅
」
も
提
案
す
る
。

　
定
期
観
光
バ
ス
特
別
コ
ー

ス
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師

官
兵
衛
」
の
放
映
に
ち
な
み

戦
国
武
将
ゆ
か
り
の
地
を
訪

ね
る「
う
る
わ
し
」の
ほ
か
、

美
し
い
障
壁
画
を
巡
る
「
み

や
び
」
、
庭
園
美
を
訪
ね
る

「
や
す
ら
ぎ
」
、
京
都
の
豊

か
な
食
を
堪
能
す
る
「
あ
じ

わ
い
」の
各
コ
ー
ス
を
運
行
。

短
時
間
で
手
軽
に
観
光
し
た

い
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
非
公
開
文
化
財
特
別
公

開
箇
所
を
短
時
間
で
巡
る
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
、
京
の
名
勝

庭
園
を
巡
る
「
京
の
た
し
な
み
コ
ー
ス
」
な
ど
新
た
に
設

定
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
東

海
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

月
１

日
か
ら
来
年
３
月

日
ま
で

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
ホ
ク
リ
ク
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
す
る
。
メ
ー
ン

テ
ー
マ
は
「
『
美
』
の
お
も

て
な
し
、
北
陸
の
旅
　
温
泉

と
食
の
宝
庫
へ
」
。
温
泉
、

食
と
伝
統
ご
と
に
「
お
も
て

な
し
」の
企
画
を
そ
ろ
え
る
。

　
歴
史
的
な
名
所
旧
跡
、
温

泉
、
味
覚
な
ど
の
豊
か
な
観

光
資
源
が
多
い
冬
の
北
陸
を

楽
し
め
る
期
間
限
定
特
別
企

画
や
食
の
ク
ー
ポ
ン
な
ど
を

設
定
。
駅
か
ら
観
光
地
へ
の

２
次
ア
ク
セ
ス
や
観
光
タ
ク

シ
ー
「
駅
か
ら
観
タ
ク
ン
」

も
充
実
さ
せ
た
。

　
富
山
県
で
は
、
宇
奈
月
温

泉
で
「
朝
ご
は
ん
　
こ
だ
わ

り
の
逸
品
」
「
宇
奈
月
食
べ

歩
き
ク
ー
ポ
ン
」
を
設
定
。

石
川
県
は
「
九
谷
焼
名
品
特

別
鑑
賞
会
」
「
加
賀
温
泉
郷

お
や
つ
き
っ
ぷ
」
を
用
意
。

福
井
県
で
は
「
利
き
酒
師
女

将
が
選
ぶ
地
酒
飲
み
く
ら

べ
」
「
あ
わ
ら
和
菓
子
食
べ

歩
き
ク
ー
ポ
ン
」
を
企
画
す

る
。

　
食
の
お
も
て
な
し
で
は
、

富
山
県
で
の
「
寒
ぶ
り
解
体

見
学
」
、
石
川
県
の
「
発
酵

食
美
人
食
堂
」
、
福
井
県
の

「
若
狭
路
ご
膳
」
を
用
意
。

　
ま
た
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
富
山
県
の
「
ま
す
寿
し

作
り
体
験
と
富
山
薬
膳
」
、

石
川
県
の
蒔
絵
体
験
、
「
福

井
県
恐
竜
博
物
館
『
見
ど
こ

ろ
ダ
イ
ノ
ツ
ア
ー
』
」
を
設

定
し
た
。


周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

（
中
央
左
が
柴
田
Ｊ
Ｒ
西
日

本
取
締
、中
央
が
仲
間
さ
ん
）

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は

月

日
、
将
来

の
環
境
保
全
を
担
う
小
学
生

が
取
り
組
む
自
然
を
テ
ー
マ

と
し
た
環
境
学
習
を
応
援
す

る
２
０
１
３
年
度
「
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
環
境
基
金
　
地
球
に
や
さ

し
い
環
境
学
習
支
援
助
成
」

の
助
成
校
を
発
表
し
た
。


の
小
学
校
に
総
額
１
３
１
万

９
千
円
を
助
成
す
る
。

　
今
年
４
月
１
日
か
ら
来
年

３
月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ
る

日
本
全
国
の
小
学
校
で
の
学

習
活
動
が
対
象
。
児
童
の
主

体
性
、
活
動
の
意
義
、
学
習

効
果
な
ど
を
審
査
し
た
。
助

成
上
限
額
は

万
円
。

　
選
ば
れ
た
水
戸
市
立
上
大

野
小
学
校
（
茨
城
県
）
で
は

「
学
校
敷
地
内
に
あ
る
田
ん

ぼ
に
お
け
る
米
作
り
」
な
ど

を
行
う
。
ほ
か
、
助
成
校
は

昭
島
市
立
拝
島
第
二
小
学

校
、
大
田
区
立
馬
込
第
二
小

学
校
、
清
瀬
市
立
清
瀬
小
学

校
、
国
立
市
立
国
立
第
六
小

学
校
、
多
摩
市
立
北
諏
訪
小

学
校
、
中
野
区
立
西
中
野
小

学
校
、
町
田
市
立
つ
く
し
野

小
学
校（
以
上
、東
京
都
）、

佐
渡
市
立
小
木
小
学
校
（
新

潟
県
）
、
豊
郷
町
立
豊
郷
小

学
校
（
滋
賀
県
）
、
豊
郷
町

立
日
栄
小
学
校
（
同
）
、
泉

佐
野
市
立
佐
野
台
小
学
校

（
大
阪
府
）
、
泉
佐
野
市
立

大
木
小
学
校
（
同
）
、
私
立

な
ぎ
さ
公
園
小
学
校
（
広
島

県
）
、
廿
日
市
市
立
玖
島
小

学
校
（
同
）
、
東
広
島
市
立

御
薗
宇
小
学
校
（
同
）
。

　
同
助
成
は

年
度
か
ら
開

始
さ
れ
、
助
成
校
は

年
間

で
１
４
０
校
と
な
る
。

　
日
本
旅
行
グ
ル
ー
プ
で
、

北
海
道
地
区
で
着
地
型
ツ
ア

ー
を
扱
う
北
海
道
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
ズ
（
通
称
・
ほ

っ
と
バ
ス
）
は
こ
の
ほ
ど
、

冬
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
サ
ッ

ポ
ロ
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
開
催
期
に
合
わ
せ

て
、
札
幌
市
内
を
早
回
り
で

巡
る
格
安
の
観
光
プ
ラ
ン
を

設
定
し
た
。

　

月

日
か
ら

月

日

ま
で
、

日
間
連
続
設
定
。

テ
レ
ビ
塔
、
時
計
台
、
赤
レ

ン
ガ
庁
舎
、
す
す
き
の
、
大

倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
な

ど
、
市
内
の
名
所

カ
所
を


分
で
巡
る
。

　
午
前
８
時
半
発
か
ら
午
後

３
時
発
（
テ
レ
ビ
塔
発
）
ま

で
の
１
日
４
便
。
料
金
大
人

１
５
０
０
円
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
を
視
察
す
る

参
加
者
ら

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
１
日
、
発

行
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ａ
（
イ
コ
カ
）
」
が
同

日
に
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら


周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し

た
セ
レ
モ
ニ
ー
を
Ｊ
Ｒ
大
阪

駅
の
広
場
で
開
催
し
た
。

　
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

柴
田
信
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
取
締

役
兼
常
務
執
行
役
員
営
業
本

部
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
。
来
賓
と
し
て
近

畿
運
輸
局
や
関
西
私
鉄
各

社
、
大
阪
市
交
通
局
も
出
席

し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る
「
カ
モ
ノ
ハ
シ

の
イ
コ
ち
ゃ
ん
」
が
登
場
し

た
ほ
か
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
と
し
て
、

年
前
の
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
Ｃ

Ｍ
に
出
演
し
た
女
優
の
仲
間

由
紀
恵
さ
ん
も
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
た
。

　
イ
コ
ち
ゃ
ん
に
は
、
仲
間

さ
ん
か
ら

周
年
記
念
の
バ

ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
贈
ら
れ
た
。

月


日
に
誕
生
日
を
迎
え
た
仲
間

さ
ん
に
も
柴
田
常
務
か
ら
花

束
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
は
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

開
催
や
外
国
人
観
光
客
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ａ
な
ど
観
光
関
連
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
同
社
で
は

周
年
を
記
念

し
て
、
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ａ
」
を
発
売
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ａ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
も
大
阪

環
状
線
で
運
行
す
る
。
グ
ル

ー
プ
会
社
で
も
イ
コ
ち
ゃ
ん

関
連
の
商
品
を
多
数
販
売
し

て
い
る
。

　
全
国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
）
は

月

日
、
観
光

庁
長
官
試
験
事
務
代
行
機
関

と
し
て
９
月
８
日
に
全
国
９

地
域

会
場
で
実
施
し
た

「
平
成

年
度
国
内
旅
行
業

務
取
扱
管
理
者
試
験
」
の
結

果
を
発
表
し
た
。
受
験
中
心

層
で
あ
る
若
年
人
口
が
減
少

し
て
い
る
な
か
で
、
申
込
者

数
１
・
４
％
増
、
受
験
者
数

１
・
３
％
増
と
そ
れ
ぞ
れ
昨

年
度
よ
り
若
干
増
加
し
た
。

　
受
験
申
込
者
１
万
７
２
６

５
人
の
う
ち
１
万
５
２
４
１

人
が
受
験
。
試
験
区
分
に
よ

る
受
験
者
数
は
、
一
般
受
験

者
が
前
年
対
比
１
・
７
％
減

の
１
万
３
５
７
８
人
、
一
部

免
除
者
が
同

・
８
％
増
の

１
６
６
３
人
だ
っ
た
。

　
合
格
者
は
同

・
０
％
減

の
４
７
０
２
人
で
、
合
格
率

は
同
５
・
９
％
減
の

・
９

％
と
な
っ
た
。

　
申
込
者
数
、
受
験
者
数
が

若
干
増
加
し
た
要
因
は
、
平

成

年
度
か
ら
試
験
不
合
格

者
の
う
ち
国
内
旅
行
実
務
科

目
が
合
格
基
準
に
達
し
た
者

に
対
し
次
年
度
試
験
で
同
科

目
の
受
験
を
免
除
す
る
制
度

が
導
入
さ
れ
、
一
部
免
除
申

請
者
が
増
加
し
た
た
め
。

　
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
に
関
す
る

情
報
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

第
８
回
「
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
フ

ェ
ア
２
０
１
３
」
が
２
日
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か

れ
、
前
年
の
９
４
５
２
人
を

上
回
る
過
去
最
多
の
９
６
７

１
人
が
来
場
し
た
。
主
催
の

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
財
団
で
は

「
セ
ミ
ナ
ー
を
充
実
さ
せ
た

こ
と
や
国
内
ブ
ー
ス
の
増
加

な
ど
が
奏
功
し
た
」と
話
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
は


月
８
日
、
秋
田
新
幹
線

「
ス
ー
パ
ー
こ
ま
ち
」の
車
内

で
日
帰
り
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
ス
ー
パ
ー
こ
・
ま
ち
コ
ン
」

を
開
催
す
る
。
同
支
社
に
よ

る
と
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
（
街

コ
ン
）
を
新
幹
線
の
車
内
で

行
う
の
は
初
め
て
と
い
う
。

　
参
加
者
は
、
秋
田
駅
発
の

臨
時
列
車
「
ス
ー
パ
ー
こ
ま

ち（
Ｅ
６
系
）」に
乗
車
し
、

田
沢
湖
駅
ま
で
を
往
復
す

る
。
同
支
社
は

～

歳
の

独
身
男
女
各
１
０
０
人
を


月

日
ま
で
募
集
す
る
。

　
午
後
３
時
台
に
は
田
沢
湖

畔
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
、
同
６
時
か
ら

は
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

秋
田
で
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
パ
ー
テ

ィ
ー
が
開
か
れ
る
。

　
旅
行
代
金
は
男
性
１
万

円
、
女
性
８
千
円
。

　
鉄
道
旅
客
協
会
が

月


日
に
発
表
し
た
、
主
要
旅
行

業

社
の
９
月

の
旅
行
販
売
取

扱
額
は
前
年
同

月
比
２
・
１
％

増
の
２
８
３
１

億
２
０
４
８
万

円
だ
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
７
・

２
％
増
の
１
７
２
７
億
６
７

８
６
万
円
、
海
外
旅
行
が
６

・
１
％
減
の
１
０
３
１
億
３

４
５
９
万
円
、
外
国
人
旅
行

が

・
２
％
増
の

億
２
６

４
６
万
円
。

　
総
取
扱
額
が
前
年
同
月
を

上
回
っ
た
事
業
者
は
ジ
ェ
イ

テ
ィ
ー
ビ
ー
、
日
本
旅
行
、

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
、
名
鉄
観
光

サ
ー
ビ
ス
、
読
売
旅
行
の
５

社
。

　
国
内
旅
行
で
前
年
同
月
を

上
回
っ
た
の
は
９
社
、
海
外

旅
行
は
２
社
、
外
国
人
旅
行

は
取
り
扱
い

社
中
９
社

で
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
、

西
鉄
旅
行
、
日
通
旅
行
の
３

社
が
３
ケ
タ
増
だ
っ
た
。

　
４
月
か
ら
の
累
計
総
額

は
、
前
年
同
期
比
０
・
７
％

減
の
１
兆
６
９
９
２
億
４
２

９
２
万
円
。
前
年
同
期
を
上

回
っ
た
事
業
者
は
ジ
ェ
イ
テ

ィ
ー
ビ
ー
、
日
本
旅
行
、
名

鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
３
社
。

　
分
野
別
で
は
国
内
旅
行
が

４
・
３
％
増
の
１
兆
４
２
３

億
４
５
１
３
万
円
、
海
外
旅

行
が
９
・
２
％
減
の
６
１
０

６
億
１
８
４
２
万
円
、
外
国

人
旅
行
が
３
６
４
億
１
６
１

１
万
円
と
な
っ

た
。

　
国
内
旅
行
の

累
計
が
前
年
同

期
を
上
回
っ
た

の
は
、
ジ
ェ
イ

テ
ィ
ー
ビ
ー
、
日
本
旅
行
、

Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ

ス
、京
王
観
光
、農
協
観
光
、

読
売
旅
行
、
阪
急
交
通
社
の

８
社
だ
っ
た
。

　
茨
城
、
栃
木
両
県
は

月


日
～

月
１
日
、
茨
城
空

港
の
就
航
先
の
北
海
道
と
関

西
か
ら
の
観
光
誘
客
増
を
図

る
た
め
、
主
に
両
地
区
の
旅

行
会
社
社
員
を
対
象
に
し
た

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ツ
ア
ー
を
開

催
し
た
。
同
空
港
を
利
用
し

た
茨
城
・
栃
木
を
周
遊
す
る

観
光
ル
ー
ト
を
視
察
し
て
も

ら
い
、
観
光
地
と
し
て
の
認

知
度
向
上
と
旅
行
商
品
造
成

の
参
考
に
し
て
も
ら
う
狙

い
。

　
招
待
さ
れ
た
旅
行
会
社

は
、
北
海
道
が
シ
ィ
ー
ビ
ー

ツ
ア
ー
ズ（
札
幌
市
中
央
区
）

と
日
本
旅
行
北
海
道（
同
）。

関
西
が
読
売
旅
行
（
大
阪
市

北
区
）と
阪
急
交
通
社（
同
）、

神
戸
新
聞
旅
行
社
（
神
戸
市

中
央
区
）
、
日
本
旅
行
西
日

本
営
業
本
部
（
大
阪
市
北

区
）
。
東
京
か
ら
日
本
旅
行

東
日
本
営
業
本
部（
墨
田
区
）

の
計
５
社
９
人
。

　
一
行
は

月

日
、
新
千

歳
、
神
戸
両
空
港
か
ら
茨
城

空
港
入
り
し
、
同
空
港
内
を

視
察
。
そ
の
後
、
茨
城
県
大

洗
町
の
春
日
ホ
テ
ル
で
ア
ン

コ
ウ
の
つ
る
し
切
り
を
見

学
。
さ
ら
に
、
地
場
産
品
の

ほ
し
い
も
専
門
店
、
竜
神
大

吊
橋（
同
県
常
陸
太
田
市
）、

袋
田
の
滝
（
同
県
大
子
町
）

を
視
察
。
袋
田
温
泉
の
思
い

出
浪
漫
館
で
同
県
観
光
説
明

会
に
臨
ん
だ
。

　
同

日
は
、
大
子
町
の
こ

ん
に
ゃ
く
専
門
店
や
温
浴
施

設
を
視
察
後
、
栃
木
県
日
光

市
に
移
動
し
、
日
光
千
姫
物

語
で
視
察
と
湯
波
料
理
の
試

食
、
日
光
田
母
沢
御
用
邸
記

念
公
園
や
日
光
東
照
宮
と
周

辺
を
視
察
、
中
禅
寺
金
谷
ホ

テ
ル
で
同
県
観
光
関
係
者
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
１
日
は
同
市
内
の
竜
頭
の

滝
、
華
厳
の
滝
を
見
学
後
、

笠
間
稲
荷
神
社
（
茨
城
県
笠

間
市
）
と
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
、
同
県

つ
く
ば
市
）
を
視
察
し
た
。

　

月

日
か
ら
就
航
を
開

始
す
る
格
安
航
空
会
社
（
Ｌ

Ｃ
Ｃ
）
の
バ
ニ
ラ
エ
ア
が
、

１
日
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
予
約
受

け
付
け
を
開
始
し
た
。
販
売

記
念
の
特
別
運
賃
「
わ
く
わ

く
バ
ニ
ラ
」
は
、
順
次
就
航

す
る
成
田
か
ら
台
北
、
ソ
ウ

ル
、
沖
縄
、
札
幌
の
４
都
市

全
路
線
を
片
道
千
円
で
約
１

万
３
千
席
販
売
し
た
。

　
通
常
運
賃
は
「
コ
ミ
コ
ミ

バ
ニ
ラ
」
と
予
約
変
更
時
の

手
数
料
や
払
い
戻
し
の
な
い

「
シ
ン
プ
ル
バ
ニ
ラ
」
で
展

開
。
シ
ン
プ
ル
バ
ニ
ラ
は
コ

ミ
コ
ミ
バ
ニ
ラ
よ
り
も
２
５

０
円
安
く
、
成
田
―
台
北
は

１
万
円
か
ら
、
成
田
―
ソ
ウ

ル
は
８
千
円
か
ら
、
成
田
―

那
覇
は
７
５
０
０
円
か
ら
、

成
田
―
新
千
歳
は
５
５
０
０

円
か
ら
と
し
た
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
が
企

画
、
実
施
す
る
、
バ
ニ
ラ
エ

ア
を
使
っ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
「
バ
ニ
ラ
バ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
も
同
時
に
発
売
。
料
金

は
成
田
―
沖
縄
２
泊
３
日
で

９
８
０
０
円
か
ら
に
設
定
し

た
。
ま
た
、
提
携
す
る
エ
イ

チ
・
ア
イ
・
エ
ス
、
さ
わ
や

か
プ
ラ
ス
、
ビ
ッ
グ
ホ
リ
デ

ー
の
３
社
も
旅
行
商
品
の
販

売
を
開
始
し
た
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
ど
の

世
代
の
人
で
も
使
い
や
す
い

よ
う
シ
ン
プ
ル
さ
に
こ
だ
わ

っ
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
つ

い
て
の
説
明
や
初
め
て
の
海

外
旅
行
に
際
し
て
の
注
意
な

ど
も
掲
載
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
機
内
食
も
発

表
。
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を
盛
り

上
げ
る「
フ
ラ
イ
ト
ご
は
ん
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
第
１
弾

と
し
て
、
バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン

ス
を
き
か
せ
た
ク
リ
ー
ム
パ

ン
や
パ
エ
リ
ア
風
ご
は
ん
な

ど
を
展
開
す
る
。
今
後
も
リ

ゾ
ー
ト
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
テ

ー
マ
に
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を

進
め
て
い
く
。

　
ウ
ィ
ラ
ー
ト
ラ
ベ
ル
は
、

ウ
ィ
ラ
ー
会
員
２
０
０
万
人

突
破
を
記
念
し
て
、
２
日
か

ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し

た
。
商
品
は
毎
週
土
曜
日
の

正
午
に
発
表
。
２
日
発
表
分

は
、
北
は
青
森
、
南
は
福
岡

ま
で
運
行
す
る
ウ
ィ
ラ
ー
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
高
速
バ
ス
全

線
を

人
限
定
で
、
３
９
０

円
で
販
売
し
た
。

　
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
「
全

国
を
旅
し
よ
う
！
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、

月

日
ま
で

ど
こ
か
旅
に
出
た
く
な
る
商

品
を
発
表
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
は
、
関
西
、

名
古
屋
、
新
潟
発
着
の
往
復

バ
ス
と
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
を
セ
ッ

ト
に
し
て
５
千
円
で
発
売
す

る
な
ど
、
お
得
な
商
品
が
数

多
く
用
意
さ
れ
て
い
る
。


